
 

 

資料② 

 

国債管理政策を巡る今後の論点 

（確実かつ円滑な発行と中長期的な調達コストの抑制に向けて） 

 

１ 国債市場を巡る外部環境の把握 

・国内外の経済・財政状況の見通し 

・国内外の金融政策の動向 

・金融規制の動向とその影響 

 

２ 中長期的な需要動向に即した発行 

・主要投資家の中長期的な投資動向 

・年限構成の考え方 

・国債保有者層の多様化 

・物価連動国債の市場育成 

 

３ 市場機能の維持・向上 

・国債市場の機能低下への懸念と市場流動性の状況 

・決済のＴ＋１化の影響 

・先物・レポ市場の機能 


